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整 理 番 号  2023P-016 

補助 事業名  2023年度自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業補助事業 

補助事業者名  公益財団法人日本自転車競技連盟 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

ライセンスのデジタル化、託児施設の設置、マーケティング強化、アスリート委員

会の設置など、具体的な施策を掲げ、より実行力を高めながら積極的な自転車競技

の情報発信や啓蒙活動を継続し、自転車競技の普及拡大を図る。 

 

（２）実施内容 

 ①自転車競技普及広報活動 (URL https://jcf.or.jp/ ) 

登録者及びステークホルダーは、全て公式ＷＥＢサイト及び公式ＳＮＳからあらゆ

る情報を入手する習慣が確立しているため以下の活動を行った。 

・公式ホームページ、公式ＳＮＳの運営・保守・管理及び情報発信 

・ＷＥＢコンテンツの作成・掲出 

・ＵＣＩ競技規則等の翻訳アップデート 

・競技会における宣伝・現地報道対応 

・コミュニティサイト 「CYCLING HUB」開設 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページの運営・保守・管理  UCI競技規則等の翻訳アップデート 

 

 

 

 

 

 

 

 

WEB コンテンツの作成・掲出        WEB コンテンツの作成・掲出 

（デジタルブック作成）       （大会ハイライト動画作成） 
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          競技会における現地報道活動         コミュニティサイト開設 

 

②ＪＣＦライセンスシステム改修 

  セキュリティ強化と利用者の利便性を向上させるため、以下についての基本ソフトウ 

ェアのバージョンアップと環境構築を行った 

・競技者登録システム（競技者登録、個人登録、大会エントリー等） 

・ＷＥＢサーバー/ＤＢサーバー構築（競技者登録システム稼働に必要な環境構築） 

・データベース移行 

・サーバー移行 

 

③競技者環境整備 

アスリート自身が直接メディアやスポンサーと接する機会を設けることで、競技 

以外の面で社会的な経験を積むことと同時に、競技に専念できるバックアップ体 

制を構築することでアスリートへの負担を軽減できる環境が整備することを目的 

に以下の活動を行った。 

・世界選手権メダリストによる帰国記者会見 

・世界選手権メダリストによるスポンサー訪問及び報告 

・トラックチームにおいて集中的に取材対応を行うメディアデイを開催 

・アスリート委員会を新たに設置して委員会規定を制定 

 

 

 

 

 

 

 

世界選手権メダリスト帰国会見     メダリストスポンサー訪問 
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④女性育成環境整備事業 

選手やその家族、チーム関係者、審判等の競技関係者が安心して競技及び競技運 

営に専念できる環境整備の一つとして以下の活動を行った。 

・全日本選手権（ロードレース）開催時における託児所の設置 

・多摩ロードレース開催時における託児所の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日本選手権（ロードレース）開催時における託児所の設置 

 

⑤指導者・審判育成事業 

自転車競技を支え、また地域スポーツクラブや学校運動部活動等を支える人材育 

成のため以下の活動を行った。 

・ロード、トラック、ＢＭＸレーシング、ＭＴＢにつき、第１級公認審判員講習 

会の再実技検定の実施。 

    ・地域スポーツクラブ・スポーツ少年団・学校運動部活動等で活躍する日本スポ 

ーツ協会公認の自転車競技コーチ１養成講習会 

・２０２３-２４シーズン向けの第１級公認審判員の対面講習及び筆記試験の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１級公認審判員の対面講習及び筆記試験 
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⑥マーケティング強化事業 

次年度以降再検討 

 

２ 予想される事業実施効果 

・本連盟は競技者を含めた全てのステークホルダーとのエンゲージメント強化に 

取り組む中で、より迅速で正確且つ魅力的な情報をお届けすること、有効有益 

な講習会等の施策を実施して競技を支える人材を育てること、登録者に対して 

利便性の良いシステムを提供することに注力しながら普及促進に努めています。 

    ・これらをより強力に推し進めるには、今まで以上にデジタル技術を活用して、 

業務プロセスを改善、ステークホルダーに対するサービスや、ＮＦとしてのビ 

ジネスモデルそのものを変革していくことが必要です。 

    ・そうした必要性から、本連盟は受益者のために常に有効で利便性が高い最新の 

コンディションを維持、提供する必要があり、結果的に全体の利便性が向上し 

ステークホルダーとの密接なエンゲージメント構築に繋がる好循環が生まれ、 

益々の普及促進、競技力向上に寄与して行くもの考えています。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

・シクリスムエコーNo.234 (URL  https://jcf.or.jp/cyclismecho/ ) 
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・JCF YouTubeチャンネルにて「2024年禁止表国際基準と関連する注意事項」動画 

 (URL https://www.youtube.com/watch?v=WxcSNV0BGmE ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・JCF YouTubeチャンネルにて「全日本選手権BMXレーシングハイライト動画」等 

 (URL https://www.youtube.com/@JCF_cycling/videos  ) 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名：公益財団法人日本自転車競技連盟（ニホンジテンシャキョウギレンメイ） 

 

住   所：〒１４１-００２１ 

東京都品川区上大崎３－３－１自転車総合ビル５Ｆ 

代 表 者： 会長 橋本聖子（ハシモトセイコ） 

担 当 部 署： 総務部（ソウムブ） 

担 当 者 名： 内堀尚美（ウチボリナオミ） 

電 話 番 号： 03-6277-2690 

F A X： 03-6277-2691 

E - m a i l： uchibori@jcf.or.jp    

U R L： https://jcf.or.jp/  

 

 


